
経営戦略の形成
Formation of management strategy

中小企業診断コース関連科目

担当教員 清水弘（専任） 単位数 2単位

開講学期 春学期 開講曜日・時限 授業スケジュール参照

位置づけ 企業・事業戦略 基礎段階

区分 中小企業診断コース コース基本科目

科目紹介

科目の重要性・

必要性

経営戦略の立案・形成は、自社と自社事業を見渡し、事業推進にあたって関係

している企業・機関や環境変化を的確に把握することから始まる。そして、こ

の把握・理解に基づいて戦略を立案することになる。

つまり、支援対象の企業の把握・理解の方法を修得することはそれに基づき戦

略立案をどのようにしていくかを修得することと一体的に行う必要がある。

科目の目的

経営戦略には全社戦略と個々の事業戦略があるが、中小企業の場合、主要事業

は一つであることが多いことから、経営戦略の立案方法について学習するとと

もに、事業の改革や転換を行う場合の事業分野の検討方法、事業を取り巻く環

境変化を把握する視点などについても学習する。

到達目標

1．経営戦略を策定するための基礎（理論・フレームワーク）についての体系的

な修得

2．経営戦略を策定するための的確な分析能力の修得

受講してもらい

たい院生
中堅・中小企業経営に係るコンサルタントを目指す院生。

授業計画



第1回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：経営戦略の定義と経営戦略理論の歴史の変遷について整理し

ておく。

復習：経営戦略理論の歴史の変遷と企業における戦略の位置づけに

ついて整理する。

授業内容

経営戦略の形成（１）（講義とディスカッション）

・経営戦略とは①

経営戦略の定義と経営戦略理論の歴史と分類について学ぶ。

理論としては、ドラッカー、チャンドラー、アンゾフといった初期

の経営学者の理論から現代までの理論を理解し、企業における経営

戦略の変遷について学ぶ。

第2回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：中小企業の特性について整理してくること。

復習：中小企業における経営戦略の現状と経営戦略立案のための全

体像について整理する。

授業内容

経営戦略の形成（２）（講義とディスカッション）

・経営戦略とは②

中小企業における経営戦略の現状と経営戦略立案のための全体像に

ついて学ぶ。

演習方法としては、大企業と中小企業を経営者における戦略策定・

実行の係わり、外部資源の活用、機能別戦略の側面を事例から比較

し、中小企業における戦略の特徴について学ぶ。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック



第3回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：経済的目的と社会的目的（CSR）について整理しておく。

復習：ビジョナリー企業のミッションにおける戦略行動基準につい

て整理する。

授業内容

経営戦略の形成（３）（講義とディスカッション）　

・経営戦略の基本①

企業の経営目的とミッションについて学ぶ。

企業の経営目的においては、経済的目的と社会的目的（CSR）につい

て整理する。

演習方法としては、ビジョナリー企業のミッションにおける戦略行

動基準の事例を取り上げ、中小企業への浸透方法について学ぶ。

第4回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：企業のビジネスモデルと事業領域（ドメイン）の定義につい

て整理しておく。

復習：物理的定義と機能的定義からの戦略の違いについて整理する。

授業内容

経営戦略の形成（４）（講義とワークショップ）　

・経営戦略の立案にむけた分析手法の理解①

企業のビジネスモデルと事業領域（ドメイン）の定義、分析、戦略

ドメインの確立について学ぶ。演習方法としては、物理的定義と機

能的定義の違いについて、事例企業の製品開発の変遷で捉え、戦略

的ドメインの確定について理解を深める。

※酒類の製造業、小売卸売業、飲食業を行うT社のゲストスピーカー

の講演

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック



第5回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習： 経営戦略立案に向けたフレームワークを整理してくること。

復習：経営戦略立案に向けたフレームワークの使い方を整理するこ

と。

 

授業内容

経営戦略の形成（５）（講義とワークショップ）　

・経営戦略の立案にむけた分析手法の理解②

経営戦略の立案にむけた内部環境分析手法について学ぶ。

演習方法としては、フレームワークを用いた内部環境分析（４P分析、

VRIO分析、バリューチェーン分析、組織・プロセス分析、財務分析、

経営資源分析）を活用し、演習を通して学ぶ。

第6回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容 連続授業なので前回と同じ。

授業内容

経営戦略の形成（６）（講義とワークショップ）

・経営戦略の立案にむけた分析手法の理解③

経営戦略の立案にむけた外部環境分析手法について学ぶ。

演習方法としては、フレームワークを用いた外部環境分析の活用

（PEST分析、３C分析、５Force分析、製品市場マトリックス）の活

用方法について演習を通して学ぶ。また統合分析の活用（SWOT分析

等）の活用方法について演習を通して学ぶ。

第7回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容
予習：中小企業の成長戦略について想定してくること。

復習：中小企業の成長戦略について整理する。

授業内容

経営戦略の形成（７）（講義とワークショップ）　

・成長戦略の理解①

中小企業が持続的に存続・成長していくための成長戦略について学

ぶ。

アンゾフの「成長ベクトル」をもとに企業成長の方向性を示し、そ

の中でも重要な多角化を中小企業の視点で整理する。

※金属加工企業の成長戦略をアンゾフマトリックスで整理し、コン

サルティングツールとして活用する修了生診断士のゲストスピーカー

の講演

 



第8回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容 連続授業なので前回と同じ。

授業内容

経営戦略の形成（８）（講義とワークショップ）　

・成長戦略の理解②

中小企業が持続的に存続・成長していくための成長戦略について学

ぶ。

戦略策定における資源配分について製品ポートフォリオマネジメン

トで理解する。また中小企業同士の戦略的提携やオープンイノベー

ション等の新しい成長戦略の展開手法についても学ぶ。演習方法と

しては、ケースを活用して実施。

第9回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：競争戦略理論について整理しておく。

復習：経営策定の前提となる業界構造分析、戦略策定のための基本

戦略について整理すること。

授業内容

経営戦略の形成（９）（講義とワークショップ）

・競争戦略の理解①

中小企業が厳しい市場環境の中で競争優位を構築し、存続させてい

くための競争戦略を学ぶ。理論としては、ポーターの競争戦略をも

とに、経営策定の前提となる業界構造分析、戦略策定のための基本

戦略について学ぶ。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック



第10回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：中小企業のバリューチェーンについて整理しておく。

復習：中小企業でも活用できるコーペティション戦略について整理

する。

授業内容

経営戦略の形成（10）（講義とワークショップ）　

・競争戦略の理解②

戦略実行のためのバリューチェーンとはどのようなものかを学ぶ。

バリューチェーンはどのような活動によって構成されているのかに

ついて学び、その活用方法を理解する。また中小企業でも活用でき

るコーペティション戦略について学び活用するためのルールについ

て理解する。

第11回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：技能重視の中小企業が技術視点で活動について整理しておく。

復習：技術分析、製品構成分析、市場・技術マッチ分析などの技術

マネジメント手法を整理する。

授業内容

経営戦略の形成（11）（ワークショップ）　

・技術を活かした経営戦略立案①　

技術を活かした戦略立案のために、技術分析、製品構成分析、市場・

技術マッチ分析などの技術マネジメント手法を理解し、技能重視の

中小企業が技術視点で活動することへのアドバイスの大切さを理解

する。加えて技術を活かした戦略に関連するプロダクト・プロセス

イノベーション、製品アーキテクチャー、魔の川・死の谷・ダーウ

インの海、イノベーションのジレンマなども説明する。演習方法と

しては、中小製造業のケースを活用して実施。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック



第12回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容 連続授業なので前回と同じ。

授業内容

経営戦略の形成（12）（ワークショップ）　

・技術を活かした経営戦略立案②

事例企業を対象に３つの技術マネジメント手法を活用し分析を実施

する。技術の専門性がなくとも技術を可視化することが可能なこと

を理解する。

第13回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：事例企業を対象に３つの技術マネジメント手法について整理

しておく。

復習：中小企業の状況により異なる経営戦略に、技術マネジメント

手法について整理しておく。

授業内容

経営戦略の形成（13）（講義とディスカッション）

・技術を活かした経営戦略立案③　

中小企業の状況により異なる経営戦略に、技術マネジメント手法を

如何に活用し提案するかを理解し、差別化された提案を行う方法を

修得する。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック

第14回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容
予習：事例企業の事例を読み準備する。

復習：事例企業における戦略策定の流れを整理する。

授業内容

経営戦略の形成（14）（講義とワークショップ）　

・経営戦略の策定①

経営戦略の策定演習を通して戦略策定の理解を深める。

実際の中小企業Nを事例に内部環境、外部環境分析から事業領域定義

を行い、戦略をチームに分かれて立案する。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック



第15回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容
予習：事例企業の事例を読み準備する。

復習：事例企業における戦略策定の改善点を整理する。

授業内容

経営戦略の形成（15）（講義とディスカッション）

・経営戦略の策定②

経営戦略の策定演習を通して戦略策定の理解を深める。

14回目からの続き。実際の中小企業Nの戦略の策定結果を発表し、講

師講評を通じ理解を深める。

授業課題 有

課題フィードバッ

ク方法
全体へのフィードバック

第16回

予習・復習時間 4時間

予習・復習内容

予習：今までの講義内容を整理しておく。

復習：技術を活かした経営戦略立案を含め授業全体を振り返り経営

フレームワーク全体について整理する。

授業内容

経営戦略の形成（16）（講義とディスカッション）

・全体まとめ

技術を活かした経営戦略立案を含め授業全体を振り返り、中小企業

の制約条件をその特徴を活かして打破する経営フレームワーク全体

を俯瞰する。一年間の学び全体のベースを確認する。

授業情報

授業方法 講義と演習を組み合わせて行う。



テキスト

講義は担当教員が作成したオリジナルテキストを使用する。（なお、資料によっ

ては必要に応じOffice365に事前・事後アップする。）

酒類の製造業、小売卸売業、飲食業を行うT社のゲストスピーカー講演を事例と

して活用

中小製造業N社（金属加工業）のケース（第7～15回を通して同様）（第13～15

回はK社事例も活用）

 

 

 

参考図書
網倉 久永 ・ 新宅 純二郎『経営戦略入門』日経BPマーケティング　ISBN：

978-4532134037

評価方法

評価の視点
評価

ウェイト
備考

授業への参画度（質問への

対応、演習での積極的参画・

的確な発言・議論の整理の

仕方、等々）

50％

課題レポートの内容と発表

する場合はそのプレゼンテー

ション力等

50％

合計 100％

受講生へ

（授業科目のアピールポイント、必要な基礎となる科目の履修や知識・スキル）

戦略形成は企業診断・支援の最初に取り掛かる事であり、最後にまとめることである。その意味で、

全体を見渡せるようにしてほしい。



その他

シラバスの講義内容は、一部変更する場合がある。

変更の場合は、各教員の講義初日に改めて説明を行う。


